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「嫁・婿が語る酪農の魅力」第18弾として、伊那酪農
つつじヶ丘牧場の高嶋 和磨さんにお話を伺いました。

│
奥
様
と
の
出
会
い
か
ら
結
婚
ま
で
の

経
緯
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

私
は
、
東
京
都
小
金
井
市
に
生
ま
れ
育
ち

ま
し
た
。
小
学
生
の
頃
か
ら
野
球
を
続
け
て

で
す
。「
天
下
第
一
の
桜
」
と

称
さ
れ
る
高
遠
城
址
公
園
の
桜

や
仙
丈
ケ
岳
を
中
心
と
す
る
南

ア
ル
プ
ス
国
立
公
園
と
い
っ
た

観
光
資
源
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

ス
キ
ー
場
や
農
業
公
園
、
温
泉

入
浴
施
設
な
ど
も
整
備
さ
れ
、

多
く
の
観
光
客
が
こ
れ
ら
の
観

光
地
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

有
限
会
社
つ
つ
じ
ヶ
丘
牧
場

は
、
搾
乳
牛
１
２
０
頭
、
自
家

育
成
牛
35
頭
を
飼
養
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
育
成
預
託
牛
が
35

頭
上
牧
中
で
す
。
家
族
構
成
は

私
（
和
磨
さ
ん
）、妻
（
萌
さ
ん
）、

長
女
（
麗
々
ち
ゃ
ん
）、次
女
（
優

愛
ち
ゃ
ん
）、
両
親
（
昇
さ
ん
、

裕
子
さ
ん
）
の
６
人
家
族
で
す
。

仕
事
は
、
家
族
４
名
（
和
磨

さ
ん
、
萌
さ
ん
、
昇
さ
ん
、
裕

子
さ
ん
）
と
従
業
員
２
名
の
計

６
名
で
行
っ
て
い
ま
す
。
搾
乳

担
当
は
私
、
妻
、
従
業
員
１
名
の
３
名
が
担

当
と
な
っ
て
お
り
、
私
が
主
体
と
な
り
常
時

２
名
で
行
っ
て
い
ま
す
。
圃
場
作
業
は
義
父

と
私
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
給
餌
作
業
、
経

理
は
義
父
が
担
当
、
哺
乳
は
妻
、
義
母
が
担

当
し
て
い
ま
す
。

│
つ
つ
じ
ヶ
丘
牧
場
の
概
要
と
和
磨
さ
ん
の

役
割
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

有
限
会
社
つ
つ
じ
ヶ
丘
牧
場
は
、
長
野
県

伊
那
市
に
あ
り
ま
す
。
所
属
組
合
は
伊
那
酪

農
業
協
同
組
合
で
す
。
伊
那
市
は
東
に
南
ア

ル
プ
ス
、
西
に
中
央
ア
ル
プ
ス
と
い
う
２
つ

の
ア
ル
プ
ス
に
抱
か
れ
、
市
の
中
央
部
を
天

竜
川
と
三
峰
川
が
流
れ
る
自
然
豊
か
な
都
市

伊那酪農つつじヶ丘牧場　高嶋 和磨さん3月の婿

都会を離れ酪農の道へ

牛舎外観

搾乳牛舎

が
語
る

嫁

18

酪
農
酪
農
のの
魅
力
魅
力

婿
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お
り
、
高
校
で
は
甲
子
園
出
場
を
果
た
し
ま

し
た
。
社
会
人
に
な
り
、
東
京
の
飲
食
店
で

働
い
て
い
た
時
に
妻
が
お
客
さ
ん
と
し
て
訪

れ
た
の
が
最
初
の
出
会
い
で
し
た
。
お
互
い

惹
か
れ
合
い
１
年
の
交
際
を
経
て
結
婚
を
決

意
し
ま
し
た
。

結
婚
の
挨
拶
で
妻
の
実
家
へ
訪
ね
た
時
に

初
め
て
牛
を
見
ま
し
た
。
最
初
の
牛
の
印
象

は
大
き
く
て
怖
か
っ
た
で
す
。
も
と
も
と
は

動
物
が
好
き
で
し
た
が
、
そ
の
時
は
ま
さ
か

自
分
が
酪
農
を
や
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

│
結
婚
し
て
か
ら
現
在
ま
で

結
婚
し
て
５
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
東
京

か
ら
長
野
へ
来
た
ば
か
り
の
頃
は
周
り
に
友

人
も
お
ら
ず
、
長
野
の
生
活
に
も
な
か
な
か

馴
染
め
ず
淋
し
く
感
じ
る
事
も
あ
り
ま
し
た

が
、
妻
の
支
え
や
、
お
義
父
さ
ん
、
お
義
母

さ
ん
が
と
て
も
良
く
し
て
く
だ
さ
っ
た
事
で

こ
こ
ま
で
続
け
て
く
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

│
酪
農
の
魅
力
に
つ
い
て

時
間
的
な
縛
り
が
少
な
く
、
自
分
の
ペ
ー

ス
配
分
で
仕
事
が
出
来
る
事
、動
物
が
好
き
、

牛
が
好
き
な
の
で
、
動
物
に
接
す
る
事
が
出

来
、
楽
し
ん
で
働
け
る
事
で
す
ね
。

│
今
後
の
目
標

常
に
色
々
な
事
が
目
標
で
す
。
現
在
密
飼

い
気
味
な
の
で
、
牛
舎
新
設
も
視
野
に
入
れ

て
考
え
て
い
ま
す
。
１
頭
あ
た
り
の
乳
量
増

も
大
き
な
目
標
で
す
。

ま
た
、
自
給
粗
飼
料
の
確
保
に
も
力
を
入

れ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
こ
２
年
間
で

圃
場
面
積
を
25
町
歩
増
や
し
、
全
部
で
35
町

歩
ほ
ど
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
も
っ
と
増
や

し
た
い
で
す
ね
。

人
工
授
精
も
修
行
中
の
た
め
、
１
人
で

全
部
出
来
る
よ
う
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

│
酪
農
に
対
す
る
思
い
と
、苦
労
し
た
事
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

苦
労
し
た
事
は
、
朝
早
く
か
ら
起
き
て
仕

事
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
、
牛
が
怖
か
っ

た
事
、
そ
れ
と
馴
れ
な
い
農
業
機
械
の
運
転

で
し
た
。
早
起
き
は
今
で
も
苦
手
で
す
。
ト

ラ
ク
タ
ー
も
牧
場
へ
来
る
ま
で
見
た
事
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
学
生
時
代
は
農

業
と
は
無
関
係
の
学
部
で
あ
っ
た
事
も
あ

り
、
牛
や
機
械
の
事
で
覚
え
な
く
て
は
な
ら

な
い
事
も
沢
山
あ
り
大
変
で
し
た
。
５
年
が

経
ち
や
っ
と
馴
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ

の
５
年
間
は
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

現
在
は
フ
リ
ー
バ
ー
ン
牛
舎
の
為
、
発
情

発
見
や
飼
料
摂
取
量
把
握
な
ど
の
固
体
別
管

理
が
難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

│
ご
主
人
か
ら
奥
さ
ん
へ
一
言

長
野
へ
来
た
ば
か
り
の
頃
は
色
々
迷
惑
も

掛
け
て
し
ま
っ
た
事
も
あ
っ
た
け
ど
、
今
ま

で
支
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
、
こ
れ
か
ら

も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

│
奥
さ
ん
か
ら
ご
主
人
へ
一
言

東
京
か
ら
長
野
へ
来
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
５
年
が
経
ち
酪
農
家
っ
ぽ

く
な
っ
て
き
て
く
れ
た
事
が
一
番
嬉
し
い
で

す
。
毎
朝
の
搾
乳
も
一
緒
に
楽
し
く
出
来
て

い
る
し
、
こ
れ
か
ら
先
も
ず
っ
と
一
緒
に
楽

し
く
や
っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

育成牛舎

◀ 

家
族
揃
っ
て

乾乳牛舎
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日本各地に様々な種類がある牛乳・乳製品ですが、
他地域でどのような商品があるかご存知でしょう
か？ご当地でしか食べられない牛乳・乳製品をご
紹介したい！と立ち上がったこの企画。今月号は
名古屋支所管内の商品をご紹介いたします。牛乳・乳製品牛乳・乳製品   特集特集

ご 当 地

内容量：1000ml
原材料（成分表）：生乳 100%

価　格：ひるがの牛乳238円（税込）、ひるがの低温殺菌牛乳258円（税込）
製造者・販売者：美濃酪農農業協同組合連合会
http://www.minoraku.or.jp/
問い合わせ先：0575-33-4455
購入可能場所： JAとれった広場（関・可児店）・イオン（関・各務原店）
　　　　　　　アピタ（御嵩・大垣店）

● 岐阜県おくみの地区 11軒の酪農家さんの産地限定牛乳です。
●集乳して 24時間以内で製品化する鮮度重視牛乳です。
●  NON-GMO（遺伝子組み換え原料を含まない、またはその割合が極めて
低いと認められた）飼料を給与している酪農家の生乳のみ使用しています。

アピールポイント

ひるがの牛乳1000ml

価　格：341円（税込）　　製造者・販売者：飛騨酪農農業協同組合
http://www.hida.or.jp/　　問い合わせ先：0577-32-0208
購入可能場所：飛騨酪農農業協同組合各営業所、家庭配達のみ

内容量：900ml
原材料（成分表）：生乳 100％

● 北アルプス山麓の豊かな自然環境のもと厳選された６戸のNON-GMO牛乳生産酪農家（遺伝子組
み換え飼料を含まない、またはその割合が極めて低いと認められた飼料を給与している酪農家）に
よる飛騨産 100%の生乳です。

● 低温殺菌（65℃ 30分間）していますので、生乳の風味をそのまま味わえます。
● 牛乳本来の味を心のふるさと飛騨高山よりお届けします。

アピールポイント

北アルプス厳選牛乳

価　格：128円（税込）　　製造者・販売者：大内山酪農農業協同組合
http://www.ouchiyamarakunou.com/　問い合わせ先：0598-72-2221
購入可能場所：大内山牛乳販売店、県内スーパー・コンビニエンス など

大内山やわらかプリン ラッテ エ パンナ

内容量：100 ｇ
原材料（成分表）：乳、砂糖、乳製品、ゲル化剤（増粘多糖類）、香料、（原材料の一部にゼラ
チンを含む）

● クリームをたっぷりと使用したミルクプリンです。
● ふわっと柔らかいとろけるような食感と、口の中で広がる生クリームの深い
コクを味わって下さい。
● 牛乳のおいしさと栄養をそのままいかしたデザートです。

アピールポイント
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「
こ
れ
か
ら
の
監
査
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

Ｊ
Ａ
全
国
監
査
機
構 

監
査
企
画
部　

白
石　

幸
人 

担
当
部
長　

農
協
検
査
は
、
個
別
事
項
の
不
備
・
欠
陥
を

中
心
に
検
証
し
て
き
た
ス
タ
イ
ル
か
ら
、
被
検

査
団
体
ご
と
の
リ
ス
ク
特
性
に
応
じ
、
経
営
管

理
態
勢
に
不
備
や
欠
陥
は
無
い
か
、
リ
ス
ク
管

理
上
の
問
題
点
は
無
い
か
な
ど
の
検
証
に
重
点

が
置
か
れ
る
方
向
に
変
わ
っ
て
来
て
い
る
（
具

体
例
と
し
て
、
農
協
検
査
（
３
者
要
請
検
査
）

結
果
事
例
集
を
も
と
に
、
現
場
の
問
題
点
の
原

因
が
本
店
所
管
部
や
経
営
陣
の
「
態
勢
整
備
の

不
備
」
や
「
実
態
把
握
の
不
足
」
等
と
し
て
指

摘
さ
れ
た
事
例
な
ど
を
紹
介
）。

農
産
物
は
、
価
格
・
所
得
に
係
わ
ら
ず
需
要

に
は
さ
ほ
ど
変
動
が
な
い
が
、
牛
乳
の
価
格
が

１
％
上
が
る
と
、
と
た
ん
に
加
工
乳
・
成
分
調

整
牛
乳
へ
と
需
要
が
シ
フ
ト
す
る
こ
と
か
ら
、

代
替
財
の
あ
る
牛
乳
は
価
格
変
化
に
敏
感
な
商

品
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
チ
ー
ズ
は

所
得
が
増
え
る
と
敏
感
に
反
応
し
、
消
費
嗜
好

も
強
い
。
若
い
世
代
で
も
嗜
好
の
多
様
化
が
進

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
他
の
農
産
物
同
様
に
、

監事・役職員研修会

消
費
者
を
意
識
し
た
経
営
展
開
（
食
べ
る
牛
乳

の
消
費
転
換
等
）
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
は
な

い
か
。
今
後
、
経
営
を
見
直
す
た
め
の
低
コ
ス

ト
高
収
益
構
造
と
し
て
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
等

を
活
用
し
た
分
業
型
、
飼
料
米
や
エ
コ
フ
ィ
ー

ド
活
用
に
よ
る
飼
料
費
の
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
な
ど

を
地
域
で
行
う
こ
と
で
、
酪
農
へ
新
規
参
入
し

や
す
い
構
造
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。

２月６日㈭～７日㈮、福岡県福岡市の「ホテルオークラ
福岡」において、平成25年度監事・役職員研修会を開催し
ました。当研修会は全国の会員組合の監事・役職員を対象
に毎年開催しており、会員酪農協・関係団体及び本会合わ
せて計61名の参加となりました。

行
政
検
査
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
組
合
の
経

営
管
理
、
内
部
管
理
を
自
ら
強
化
し
て
い
く
た

め
に
監
事
、
内
部
監
査
、
Ｊ
Ａ
全
国
監
査
機
構

の
監
査
が
夫
々
の
機
能
・
役
割
を
果
た
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
が
、
取
締
役
（
理
事
）
の
職
務
執

行
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
監
査
役
（
監
事
）
に
対
す
る

世
間
の
注
目
は
近
年
と
み
に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

を
認
識
の
う
え
対
応
い
た
だ
き
た
い
。
Ｊ
Ａ
全
国

監
査
機
構
も
組
合
の
経
営
管
理
、
内
部
管
理
態

勢
強
化
に
資
す
る
業
務
監
査
の
取
り
組
み
に
注

力
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

「
日
本
の
酪
農
を
取
り
巻
く
情
勢
に
つ
い
て
」

九
州
大
学
大
学
院　

福
田　

晋 

教
授　

「
酪
農
・
牛
乳
の
歴
史
と
未
来
に
つ
い
て
」

本
会
購
買
部 

酪
農
生
産
指
導
室　

久
保
園　

弘 

技
監　

酪
農
業
は
、戦
後
急
速
に
発
展
し
、戸
数
（
約

42
万
戸
）、
頭
数
（
約
２
１
１
万
頭
）、
乳
量

（
約
８
６
６
万
ｔ
）
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
の
ち
、

現
在
は
戸
数
・
頭
数
・
乳
量
共
に
減
少
傾
向
だ

が
、
１
戸
当
た
り
の
飼
養
頭
数
は
現
在
も
伸
び

続
け
、１
頭
当
た
り
の
乳
量
は
世
界
第
３
位
と
、

技
術
力
の
高
さ
を
誇
っ
て
い
る
。
後
継
者
確
保

状
況
は
農
業
全
体
で
３
割
を
切
っ
て
い
る
中
、

酪
農
は
６
割
近
く
確
保
で
き
て
お
り
、
本
会
と

し
て
も
経
営
継
承
の
一
助
に
な
る
よ
う
支
援
し

て
い
き
た
い
。
現
在
、
世
界
的
に
乳
製
品
の
需

要
は
急
速
に
増
え
て
い
る
が
、
供
給
が
追
い
つ

い
て
な
い
。
乳
製
品
の
国
際
価
格
は
高
止
ま
り

し
、国
際
乳
価
の
平
均
も
10
年
前
と
比
較
し
２
・

５
倍
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
国
内
消
費
量
は

１
，
２
０
０
万
ｔ
（
国
内
生
産
で
７
５
０
万

ｔ
、
輸
入
で
４
５
０
万
ｔ
）
で
、
飲
用
向
け
の

消
費
は
減
少
し
て
い
る
が
、
需
要
量
は
こ
の
20

年
変
化
し
て
い
な
い
。
日
本
の
乳
質
は
世
界
で

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
将
来
的
に
乳
価
上

昇
の
可
能
性
は
高
く
、
未
来
は
明
る
い
展
望
が

開
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

研
修
会
１
日
目

前
半

研
修
会
１
日
目

後
半

研
修
会
２
日
目

監査、酪農の情勢と
今後の展望について

平成25年度

当
研
修
会
の
内
容
に
つ
い
て
の
ご
質
問
・
ま
た
資
料
請
求
の
ご
希
望
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

全
酪
連
指
導
・
企
画
部
（
０
３
―

５
９
３
１
―

８
０
０
３
）
も
し
く
は
各
支
所
指
導
組
織
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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会員概況調査より
　本会では、会員酪農協における組織・事業の概要を把握することにより、事業運営におけ
る問題点を明確にし、その改善を図り、体質強化に資することを目的として会員概況調査
を実施しております。
　この度、平成24年度の調査結果がまとまりましたのでご報告します。なお、データは、各
会員より提出された「会員概況調査票」の数値を使用し、集計を行っています。

解 説

総合農協（地域連）
1,7％

総合農協（地域連）
1,7％

県酪連
6.6%
県酪連
6.6%

地域酪連
2.2%
地域酪連
2.2%

酪単協
44.8%
酪単協
44.8%

総合農協（全国連）
0.5％

総合農協（全国連）
0.5％

その他専門農協
4.9%

その他専門農協
4.9%

生販連
4.9%
生販連
4.9%

平成24年度末時点　本会会員の内訳

北海道：41組合（22.4%)
都府県：140組合 (76.5%)
　全国：2組合 (1.1%)

総合農協（県連）
2.2％

総合農協（県連）
2.2％

（59組合）（59組合） （82組合）（82組合）

総合農協（単協）
32.2%

総合農協（単協）
32.2%

183 会員

図1
2.4%

97.6%

酪単協の内訳

北海道
都府県

図2

61.0%
39.0%

総合農協（単協）の内訳

北海道
都府県

図3

１ 本会の会員概況

図１は平成24年度末時点での本会会員の内訳をまとめたものである。

これを見ると専門酪農協が53.6％、総合農協が36.6％、他専門農協、生販連が残り9.8％を占めている。
また、それぞれの内訳を見ると、酪単協はほぼ都府県が占めており、総合農協（単協）は北海道６割、都府県４割となっている。

平成24年度
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H21

会員の酪農概況（都府県）

H22 H23 H24

平均出荷戸数

平均搾乳牛飼養
頭数

平均年間出荷
乳量

104 99 94 90
29,000
29,500
30,000
30,500
31,000
31,500
32,000
32,500
33,000
（ｔ）（頭）

2,900
3,025
3,150
3,275
3,400
3,525
3,650
3,775
3,900

図5

表１及び図４～６では、北海道と都府県の酪農概況を示した。（141組合中、提出・記入のあった北海道27組合、
都府県59組合にて集計）

図５を見ると、都府県は戸数の減少に伴い、（平成23年度の震災の影響を除き）頭数も乳量も比例して減っていること
が分かる。
それに比べ、図４の北海道は生乳出荷戸数の減少が比較的なだらかではあるものの、平成23年度から平成24年度の

１年間では急激に減少している。また、飼養頭数の減少率に比べ、乳量はさほど下がっていないが、平成24年は極端に落
ちている。これは、一昨年の夏場の暑熱や自給飼料の不作等により、乳量が減少している可能性も示唆される。北海道と
都府県の生乳出荷戸数を比較した図６では、都府県の離農率が高いことを可視化できる結果となった。

80%

85%

90%

95%

100%

105%

100%

H21 H22 H23 H24

98%
96%

91%95%
90%

87%

平成21年度を100としたときの生乳出荷戸数の相対値

北海道
都府県

図6

H21

会員の酪農概況（北海道）
（ｔ）（頭）

H22 H23 H24
132 129 126 120

平均出荷戸数

平均搾乳牛飼養
頭数

平均年間出荷
乳量

8,800
8,925
9,050
9,175
9,300
9,425
9,550
9,675
9,800

66,500
67,000
67,500
68,000
68,500
69,000
69,500
70,000
70,500

解 説

図4

1組合当たりの平均酪農家戸数（戸） 1組合当たりの平均乳牛飼養頭数（頭） 1組合当たりの平均年間出荷乳量（ｔ）

H21 H22 H23 H24
H21 H22 H23 H24

H21 H22 H23 H24
うち未経産 うち未経産 うち未経産 うち未経産

北海道 132 129 126 120 16,203 6,530 15,222 6,276 15,424 6,455 15,419 6,473 70,003 69,386 69,109 67,611

都府県 104 99 94 90 5,581 1,686 4,968 1,301 4,916 1,290 4,840 1,253 32,386 30,780 29,753 30,303

全体 113 109 104 100 7,983 2,903 7,437 2,551 7,455 2,606 7,322 2,526 44,196 42,900 42,109 42,016

表1

２ 会員の酪農概況 ［対象：酪単協・総合農協（単協）］

会員概況調査より会員概況調査より
平成24年度

※図4、5で値は異なるものの、軸の幅を統一して表示
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0

10代

20代

30代

40代

50代～

（人）100 200 300 400 500

男性
女性

酪単協における性別・年齢別の正職員数

総務省統計局発表　平成 24年　労働力調査年報より

図8
0

10代

20代

30代

40代

50代～

（万人）500 1,000 1,500

男性
女性

全産業における性別・年齢別就業者数

総務省統計局発表　平成 24年　労働力調査年報より

図9

解 説

酪単協

全産業

酪単協と全産業の年齢構成割合

総務省統計局発表　平成 24年　労働力調査年報より
0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代

10代

20代

20代

30代

30代

40代

40代

50代～

50代～

図10

表2

４ 酪単協における職員の内訳 ［対象：酪単協］

図8では、酪単協の性別・年齢別正職員数を示した。（酪単協82組合
中61組合にて集計）

酪単協では、男性と女性の比率は2：1～4：1と、年齢を重ねるごとに男性
の割合が多くなっていることが分かる。また、図９の全産業の男女比約３：２
と比較すると、酪単協では女性が少ない傾向であることが分かる。
図10の年齢構成割合を見ると、どちらとも40代～50代が６割以上を占

めている。職務に精通した職員が多いとの見方もできる一方、早くから若手
職員の教育に力を入れる必要があることが想定された。表2を見ると、全産
業と比較すると少ないものの、非正規職員が３割弱であることが分かる。

地域別飼養規模

北海道
（4,142 戸）

都府県
（6,086 戸）

1～ 19頭 20～ 29頭 30～ 49頭 50～ 79頭 80～ 99頭 100 ～ 299 頭 300 頭以上 子畜のみ

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

図7

３ 地域別飼養規模 ［対象：酪単協・総合農協（単協）］

解 説
図７では、地域別の飼養規模別酪農家戸数を示した。（141組合中、提出・記入のあった北海道34組合、都府県83組合にて集計）

北海道は50頭以上が７割を占めるのに対し、都府県は50頭未満が７割を占めていることが分かる。

合計 正職員 非正規職員

酪単協 2,319人 1,690人
（73%）

629人
（27%）

全産業 5,154万人 3,340万人
（65%）

1,813万人
（35％）

総務省統計局発表 平成24年 労働力調査年報（詳細集計）より
※共に役員を除く
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00

11

22

33

44

55
①売上高事業利益率

②売上高経常利益率

③売上高当期利益率

④流動比率

⑤固定長期適合率

⑥自己資本比率

⑦売上高前年比

⑧経常利益前年比

収益性

安全性

成長性

酪単協の経営分析指標

職員一人当たり売上高…………155,104 千円
職員一人当たり経常利益………324千円

H24

図11

この度、調査にご協力いただいた会員・関係者の皆様にこの場を借りて感謝申し上げます。会員概況調査にお
いては、会員組合から提出される調査票が多いほど、より正確なデータが解析できます。全国の本会会員の動向
を定期的に報告させていただくためにも、今後とも本調査へのご協力をお願いいたします。

表3

５ 酪単協における経営指標 ［対象：酪単協］

６ 最後に

解 説
図11は、酪単協の経営指標を
分析したものである。
（酪単協82組合中67組合
にて集計）

成長性、収益性、安全性から８
つの経営指標を５段階で評価し
てチャート図にしたものであり、
面の広がりの程度と年度ごとの
推移で判断する。面が大きく広
がっているほど良い（５段階評
価は表3参照）。
自己資本が高いため安全性指

標が高い結果となっている。売
上高、経常利益が共に落ち込ん
でおり、厳しい現状が窺える。

経営指標 5段階評価

①売上高事業利益率（%）
（事業利益÷売上高×100）

1 2 3 4 5

△1.0%未満 △1.0 ～ 0.0% 0.0 ～ 1.0% 1.0 ～ 2.0% 2.0%以上

②売上高経常利益率（%）
（経常利益÷売上高×100）

1 2 3 4 5

△1.0%未満 △1.0 ～ 0.0% 0.0 ～ 1.0% 1.0 ～ 2.0% 2.0%以上

③売上高当期利益率（%）
（当期純利益÷売上高×100）

1 2 3 4 5

△1.0%未満 △1.0 ～ 0.0% 0.0 ～ 1.0% 1.0 ～ 2.0% 2.0%以上

④流動比率（%）
（流動資産÷流動負債×100）

1 2 3 4 5

80%未満 80～ 100% 100 ～ 120% 120 ～ 150% 150%以上

⑤固定長期適合率（%）
{固定資産÷（自己資本+固定負債）×100}

1 2 3 4 5

120%超 120 ～ 100% 100 ～ 80% 80 ～ 60% 60%以下

⑥自己資本比率（%）
（自己資本÷純資本×100）

1 2 3 4 5

10%未満 10～ 20% 20～ 30% 30 ～ 40% 40%以上

⑦売上高前年比（%）
（当期売上高÷前期売上高×100）

1 2 3 4 5

95%未満 95～ 100% 100 ～ 105% 105 ～ 110% 110%以上

⑧経常利益前年比（%）
（当期経常利益÷前期経常利益×100）

1 2 3 4 5

50%未満 50～ 100% 100 ～ 150% 150 ～ 200% 200%以上

会員概況調査より会員概況調査より
平成24年度
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札 幌

支所発
「平成26年度乳用育成牛委託販売研究会研修会」
開催

１月31日㈮から２月１日㈯にかけて、乳用育成牛
委託販売研究会による「平成26年度研修会」が阿
寒温泉（北海道釧路市）にて開かれ、当日は北海道
内の預託農家、農協関係者等37名が参加しました。
参加者は帯広にて集合したのち、十勝管内の牧場を
２軒視察しました。その後、阿寒温泉のホテルに移

動して開かれた意見交換会では、活発な意見交換が
行われ、終始白熱した議論が展開されました。
全酪連では今後もこのような研修を通じ、府県よ

りお預かりしている育成牛の管理技術の、より一層
の向上に努めていきたいと思っております。

（T.K）

意見交換会の様子

視察風景 ▼▶

名古屋

支所発
岐阜県酪農青年女性会議酪農発表会
「繋ぐ＝必ずバトンを渡すんだ」

１月31日㈮、岐阜県関市
JAめぐみの会議室において
岐阜県酪農青年女性会議主
催（大井幸男委員長）の酪農
発表会が開催されました。発
表会には、酪農家・組合役職
員・県関係者・牧場従業員な
ど約60名の参加があり、岐
阜県農政部畜産課の事例紹介「飼料用米の生産と利
用」やパネルディスカション「雇用について考える」
が同時に行なわれ、会場に集まった多くの酪友の参
加による活発な意見交換もあり、発表会は大いに盛
り上りました。
意見・体験部門で岐阜酪農協・臼井貴子さんが

『繋ぐ』と題して、飼料用米やWCSの有効活用によ
り、飼料代のコスト削減や牛群の飼養管理が円滑に
なり、酪農経営に余裕ができたので、さらに雇用を

増やして「ゆとりある酪農経営」を目指し、若い次
世代に「必ずバトンを渡すんだ」と熱く語られまし
た。岐阜県代表として３月に開催される中部大会で
の活躍が期待される臼井さんには、会場からの力強
い多くの声援が送られていました。
また、岐阜県酪農青年女性会議として「牛乳・乳製
品の消費拡大」の意識高揚を図るため、岐阜県産の生
乳を使用した地元乳製品製造工場のモッツァレラチー
ズやリコッタチーズの試食会も行われました。そして、
今注目される飼料用米・WCSの有効活用の紹介や、
牛乳・乳製品の
消費拡大のため
の乳製品紹介が
行われるなど有
意義な発表会と
なりました。

（O.M） 会場の様子

大井委員長 挨拶
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去る１月30日㈭～31日㈮、大分県日田市「みく
まホテル」にて、九州酪農青年女性会議平成25年
度指導者研修会が開催されました。
今年の研修会メインテーマは開催地である大分県

の方言を交えて『好いちょる牛乳、飲んじょる牛乳　
体に最高の「お・も・て・な・し」っちゃ!!』と設定
し、当日は九州・沖縄各県から116名の酪友が参集
しました。
開会では、主催の九州酪農青年女性会議 内ヶ島賢
勇委員長挨拶の後、地元を代表して大分県農林水産
部畜産課技術室 天野博史室長、大分県酪農業協同
組合 清末健一代表理事組合長が祝辞を述べられまし
た。
研修会では、熊本市立川尻小学校校長、日本酪
農教育ファーム研究会副会長、ソニー化学教育研究
会熊本県支部副支部長の藤田まり子先生をお招き
し、『「生きる」を学ぶ酪農教育～今、学校現場に求
められているものに、酪農教育が新たな切り口から
せまる！～』と題して講演を頂きました。藤田先生
は、熊本県内の酪農教育ファーム認証牧場であるオ
オヤブデイリーファーム、らくのうマザーズ阿蘇ミ
ルク牧場において酪農体験学習に取り組まれており、
講演ではその実践内容と、学習後に子どもたちがど
のように変容したかについて、学習事後アンケート
のデータ等に基づき分かりやすく話して頂きました。

そして「子供たちに、生
きるために農家がしてい
ること、考えていること
をありのままに示し、体
験させ、酪農家さんの思
いや願い、工夫、喜び、
悩み、苦しみ、これらす
べてを伝えていくことで理解しあえる仲間を増やし
ていきたい」と、酪農、そして酪農教育ファームへ
の熱い思いを語られ講演を締めくくり、参加された
皆さんは深く感銘を受けられていました。
講演終了後は意見交換会が行われ、最初に話題提
供として酪農教育ファームの認証を受けて活動され
ている、また地域一丸となって酪農体験学習を行っ
ている酪農家の方々からそれぞれの取組を発表して
頂き、藤田先生、そして参加者のみなさんとの間で
活発な意見交換がなされました。
研修会終了後の交流会は、内ヶ島委員長の挨拶、大分

県酪農業協同組合 楳木成男参事による歓迎の挨拶と
乾杯により始まりました。地元大分より、県内で活
躍する声楽家の方による美しい歌の披露と大分県酪
農青年女性会議の皆さんによるダンスが余興として
披露され、会場は大いに盛り上がりました。

２日目は、会場を日田アストロボウルに
移し、ボーリングによるスポーツ大会を開
催しました。個人の点数を競う個人戦と、
各県の１人当たりの平均点数を競う団体戦
を行い、こちらも大いに盛り上がりました。
最後に、次回開催県である鹿児島県を代
表して、鹿児島県酪農女性部の迫千穂子部
長が閉会の辞を述べ、25年度指導者研修
会は幕を閉じました。

（Y.K）

福 岡

支所発
「生きる」を学ぶ酪農教育
─ 九州酪農青年女性会議 平成25年度指導者研修会 ─

▲ 内ヶ島委員長 ▲ 清末組合長

▲ 藤田まり子先生

▲ 研修会の様子

▲ 記念撮影
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酪農ヘルパー全国協会ホームページの新規就農

情報または全国農業会議所の全国新規就農相談セン

ターにアクセスしてみてください。

http://d-helper.lin.gr.jp/
newfarmer/index.html

酪農ヘルパー全国協会

http://www.zenrakuren.or.jp/

http://www.nca.or.jp/Be-
farmer/index.php

全国新規就農相談センター

全酪連ホームページのトップ
⬇

右下リンク
⬇

新規就農情報 ［（一社）酪農ヘルパー全国協会］
新規就農情報 ［全国農業会議所］

新規就農新規就農
経営移譲経営移譲

を希望される方

 全酪連のホームページからも
入れます。

名古屋

支所発

愛知県酪農農業協同組合青年女性部主催
「酪コン」開催
─ 酪農家との出会いを目的とした合コン ─

２月８日㈯、愛知県半田市の「ステーキハウス
森牧場」において、酪農後継者とのお見合いパー
ティー「酪コン」が開催されました。
当日は全国的な大雪ではありましたが、男性16
名、女性15名の参加をいただき、自己紹介タイム
からフリートーキングまで熱い想いをお互いにぶつ
け合い、さらにその後のグループ別の「バター作り
競争」で、会場の熱気は一気に高まりました。昼食

は会場のレスト
ランで美味しい
牛肉を食し、参
加された皆さん
は大満足した様
子でした。
午後は「いち

ご狩り」を楽し
んでいただき、より一層仲を深め、見事カップルに
なった参加者には豪華景品がプレゼントされ、「楽
しい思い出の１日」となったことでしょう。また、
「カップル誕生」は４組あり、当日の大雪を融かすほ
どの熱気で、会場はアツアツの状態となりました。
また、今後もこのような「酪コン」が継続される

ことが、酪農家後継者への婚活支援の取り組みとし
て大いに役立つだろうと強く感じました。

（O.H）

▲ いちご狩り風景

▲ 酪コン会場
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更なる進化を目指して

右から従業員の比嘉さん、吉崎さん、新垣さん、実習生 ▲

牛舎外観

地
域
の
概
況

沖
縄
県
南
城
市
は
、
平
成
18
年
に
１
町

３
村
（
佐
敷
町
・
知
念
村
・
玉
城
村
・
大

里
村
）
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
ま
し
た
。

沖
縄
本
島
南
部
の
東
海
岸
、
県
都
那
覇
市

か
ら
南
東
へ
約
12
㎞
に
位
置
し
、
静
穏
な

中
城
湾
と
太
平
洋
に
面
し
て
い
ま
す
。
東

西
18
㎞
、
南
北
８
㎞
の
広
が
り
を
持
ち
、

面
積
は
49
・
70
㎢
で
す
。
那
覇
空
港
か
ら

40
分
圏
内
に
あ
る
市
域
は
、
緑
豊
か
な
自

然
環
境
に
囲
ま
れ
、
神
の
島
久
高
島
、
世

界
遺
産
で
あ
る
「
斎
場
御
嶽
（
せ
ー
ふ
ぁ

う
た
き
）」
を
は
じ
め
深
い
歴
史
を
刻
ん

だ
多
く
の
「
グ
ス
ク
」、
東
御
廻
り
（
あ

が
り
う
ま
ー
い
）
の
文
化
遺
産
な
ど
貴
重

な
歴
史
・
文
化
史
跡
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

ア
ー
ミ
フ
ァ
ー
ム
㈱
が
所
属
す
る
沖
縄

県
酪
農
農
業
協
同
組
合
（
新
里
重
夫
代
表

理
事
組
合
長
）
は
生
乳
出
荷
戸
数
68
戸
、

出
荷
乳
量
２
３
，
１
６
６
t
（
平
成
24
年

度
実
績
）
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

経
営
概
況

ア
ー
ミ
フ
ァ
ー
ム
㈱
は
、
経
営
主
の
中

村
成
則
さ
ん
（
54
）、
従
業
員
の
新
垣
隆

史
さ
ん
（
50
）、
比
嘉
倫
理
さ
ん
（
34
）、

吉
崎
走
さ
ん
（
29
）
の
４
名
で
飼
養
管
理

全
般
を
行
っ
て
い
ま
す
。
飼
養
頭
数
は
経

産
牛
70
頭
、
育
成
牛
24
頭
（
う
ち
９
頭
は

県
内
の
育
成
牧
場
へ
預
託
）
で
す
。
飼
料

は
す
べ
て
購
入
で
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
で
１
日
朝
夕

２
回
給
与
を
行
っ
て
お
り
、
出
荷
乳
量
は

６
１
５
ｔ
（
Ｈ
24
年
度
実
績
）
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

牧
場
の
沿
革

ア
ー
ミ
フ
ァ
ー
ム
㈱
の
歴
史
は
、
経
営

主
の
中
村
さ
ん
の
お
父
さ
ん
が
昭
和
40
年

頃
に
４
頭
の
乳
牛
を
飼
い
始
め
た
こ
と
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
47
年
に
現
在
地

No.2
50

沖縄
県南
城市アーミ

ファー
ム㈱

南城市

沖縄県
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に
牛
舎
を
施
設
し
10
頭
増
頭
、
そ
の
後
53

年
に
牛
舎
を
新
築
し
32
頭
に
増
頭
。
平
成

14
年
に
中
村
さ
ん
が
就
農
し
、
し
ば
ら
く

は
お
父
さ
ん
と
２
人
で
経
営
を
行
い
、
平

成
18
年
に
中
村
さ
ん
が
経
営
を
移
譲
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
頃
は
飼
料
価
格
の
高
騰
や

県
内
の
生
乳
生
産
量
が
余
剰
で
出
荷
制
限

枠
が
設
定
さ
れ
る
な
ど
、
大
変
厳
し
い
時

期
で
し
た
が
、
中
村
さ
ん
は
「
こ
の
厳
し

い
中
、
離
農
者
が
増
え
れ
ば
必
ず
生
産
量

が
落
ち
る
。ピ
ン
チ
の
時
こ
そ
チ
ャ
ン
ス
」

と
前
向
き
に
考
え
、
規
模
拡
大
を
決
意
。

そ
し
て
、
今
ま
で
の
よ
う
な
牛
舎
構
造
で

は
こ
れ
か
ら
の
酪
農
に
は
対
応
で
き
な
い

と
考
え
、
作
業
効
率
や
カ
ウ
コ
ン
フ
ォ
ー

ト
を
考
慮
し
、
平
成
20
年
に
ト
ン
ネ
ル
換

気
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
た
90
頭
牛
舎
を

新
築
し
、
規
模
拡
大
を
行
い
ま
し
た
。
そ

し
て
平
成
24
年
に
法
人
化
し
、
現
在
の

ア
ー
ミ
フ
ァ
ー
ム
㈱
を
設
立
し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
24
年
よ
り
全
酪
連
経
営
診

断
シ
ス
テ
ム
（
Ｄ
Ｍ
Ｓ
）
を
本
格
導
入
し
、

日
々
の
記
帳
や
経
営
分
析
、
定
期
的
な
全

酪
連
担
当
者
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
う
な

ど
し
て
、
経
営
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

従
業
員
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
す

中
村
さ
ん
は
、
平
成
20
年
頃
か
ら
従
業

員
の
雇
用
を
始
め
ま
し
た
。
採
用
す
る
際

の
ポ
イ
ン
ト
を
中
村
さ
ん
に
伺
っ
た
と
こ

ろ
、重
視
さ
れ
て
い
る
の
は
「
明
る
く
て
、

前
向
き
で
、
し
っ
か
り
挨
拶
が
で
き
る
」

と
い
う
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
酪
農
経
験
の

有
無
や
年
齢
も
一
切
問
わ
な
い
そ
う
で

す
。
中
村
さ
ん
い
わ
く
、「
前
向
き
で
あ

れ
ば
、
経
験
が
な
く
て
も
仕
事
の
飲
み
込

み
が
早
い
し
、
お
互
い
前
向
き
に
夢
を
語

り
合
い
仕
事
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
あ
げ

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
の
こ
と
。
実

際
、
現
在
ア
ー
ミ
フ
ァ
ー
ム
㈱
で
勤
務
さ

れ
て
い
る
従
業
員
３
名
の
方
は
、
酪
農
経

験
は
な
く
異
業
種
か
ら
入
ら
れ
た
方
ば
か

り
で
す
が
、
現
在
で
は
全
員
が
全
て
の
作

業
を
こ
な
す
こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

ア
ー
ミ
フ
ァ
ー
ム
㈱
の
従
業
員
の
方
々

は
、
異
業
種
で
の
仕
事
で
得
た
様
々
な
ノ

ウ
ハ
ウ
を
も
た
れ
て
い
ま
す
。
従
業
員
の

新
垣
さ
ん
は
若
い
頃
に
広
告
代
理
店
に
勤

務
さ
れ
た
経
験
が
あ
り
、
そ
こ
で
得
た
ス

キ
ル
を
利
用
し
て
、
堆
肥
販
売
用
の
袋
の

デ
ザ
イ
ン
や
チ
ラ
シ
、
ポ
ス
タ
ー
の
デ
ザ

イ
ン
等
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

吉
崎
さ
ん
も
琉
球
大
学
で
細
菌
を
学
び
研

究
に
明
け
暮
れ
て
い
た
経
験
を
持
っ
て
い

る
た
め
、
そ
の
知
識
を
こ
の
牛
舎
に
活
か

し
て
、
近
い
将
来
ア
ー
ミ
フ
ァ
ー
ム
㈱
の

中
に
、
沖
縄
で
は
初
め
て
と
な
る
酪
農
家

自
前
の
検
査
室
を
設
け
、
乳
質
の
管
理
を

徹
底
し
て
い
こ
う
と
話
し
合
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。

　
堆
肥
販
売
に
つ
い
て

県
内
の
酪
農
は
購
入
飼
料
に
依
存
し
て

い
る
た
め
、
堆
肥
の
処
理
が
経
営
を
圧
迫

さ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
と
、
堆
肥
の

袋
詰
め
販
売
に
も
取
り
組
ま
れ
て
お
り
ま

す
。
堆
肥
は
「
す
く
す
く
ゆ
う
き
」
と
い

う
製
品
名
で
月
約
２
，
０
０
０
袋
出
荷
し

て
お
り
、
県
内
の
小
売
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
で
販
売
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
販
売
に

要
す
る
作
業
が
酪
農
部
門
に
負
担
に
な

ら
な
い
よ
う
、
堆
肥
の
販
売
や
配
送
を
全

て
代
理
店
に
委
託
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今

ま
で
厄
介
者
で
あ
っ
た
牛
糞
を
上
手
く
利

経営主の中村成則さん

搾乳牛舎

袋詰め堆肥

堆肥袋詰め作業場
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用
し
、
安
定
的
に
流
通
・
販
売
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
れ
ば
、
経
営
を
圧
迫
す
る
ど

こ
ろ
か
、
新
た
な
雇
用
を
生
み
出
す
こ
と

も
可
能
に
な
る
と
中
村
さ
ん
は
考
え
て
お

り
、
今
後
も
堆
肥
販
売
の
事
業
の
拡
大
を

図
り
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

魅
力
あ
る
酪
農
を
目
指
し
て

中
村
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
の
沖
縄
県
の

酪
農
生
産
基
盤
の
維
持
発
展
の
た
め
に

は
、
従
業
員
、
そ
し
て
担
い
手
の
育
成
が

重
要
だ
と
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
従
来
の
酪
農
が
持
つ
労
働
時
間

や
休
暇
の
問
題
を
、
仕
事
の
効
率
化
と
経

営
の
合
理
化
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決

し
、
現
代
に
あ
わ
せ
た
労
働
環
境
を
提
供

し
文
化
的
な
生
活
を
送
っ
て
も
ら
う
こ
と

こ
そ
、
酪
農
の
発
展
に
つ
な
が
る
と
考
え

て
お
ら
れ
ま
す
。
ア
ー
ミ
フ
ァ
ー
ム
㈱
で

は
、
３
年
前
か
ら
地
元
の
農
大
生
等
の
研

修
を
受
け
入
れ
、
指
導
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄

積
さ
れ
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
、
常
時
受
け
入

れ
を
行
え
る
体
制
を
と
り
、
担
い
手
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ア
ー
ミ
フ
ァ
ー
ム
㈱
に
来
て
ま
ず
目
に

入
る
の
が
、
牛
舎
の
床
に
描
か
れ
た
大
き

な
ロ
ゴ
マ
ー
ク
で
す
。
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
デ

ザ
イ
ン
は
従
業
員
の
新
垣
さ
ん
が
デ
ザ
イ

ン
を
考
案
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

●
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
意
味
は

• 

黄
色
の
矢
印
は
文
化
的
生
活
へ
の
貢

献
を
目
指
す
と
い
う
意
味
で
、
矢
印

の
ス
タ
ー
ト
で
線
が
幾
つ
か
に
分
か

れ
て
い
る
の
は
、
１
番
目
が
発
想
（
ヒ

ラ
メ
キ
）、
２
番
目
が
調
査
計
画
、
３

番
目
は
強
い
意
志
の
順
で
、
幸
せ
を

目
指
す
意
味
を
込
め
て
黄
色
の
色
を

使
用
、
こ
れ
は
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し

い
計
画
も
強
い
意
志
（
想
い
）
が
あ
っ

て
初
め
て
事
業
が
実
を
結
ぶ
こ
と
の

意
味
。

• 

矢
印
が
折
れ
て
下
降
し
て
い
る
の
は

困
難
に
突
き
当
た
っ
た
時
、
そ
こ
か

ら
学
び
組
織
力
（
創
意
工
夫
、団
結
力
）

で
乗
り
越
え
更
に
飛
躍
し
目
標
に
向

か
っ
て
突
き
進
む
決
意
を
表
現
。

• 

緑
色
の
輪
は
エ
コ
ロ
ジ
ー
及
び
全
て

に
お
い
て
の
調
和
（
バ
ラ
ン
ス
）
を

大
切
に
し
て
い
く
こ
と
の
意
味
。

• 

酪
農
の
基
本
は
乳
牛
。
乳
牛
の
徹
底

し
た
管
理
が
常
に
重
要
な
の
で
輪
の

セ
ン
タ
ー
に
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
模
様

を
表
現
。

デ
ザ
イ
ン
を
担
当
さ
れ
た
新
垣
さ
ん
を

は
じ
め
従
業
員
の
皆
さ
ん
も
こ
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
は
大
変
お
気
入
り
で
、「
こ
の
ロ

ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
し
て
か
ら
み
ん
な
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
一
気
に
上
が
っ
た
し
、

自
信
も
さ
ら
に
強
く
な
っ
た
」
と
中
村
さ

ん
は
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
の
目
標
に
つ
い
て

中
村
さ
ん
に
今
後
の
目
標
に
つ
い
て

伺
っ
た
と
こ
ろ
、「
牛
舎
の
増
築
を
行
い

将
来
的
に
は
２
０
０
頭
く
ら
い
ま
で
に
増

頭
を
行
い
た
い
。
こ
の
事
は
従
業
員
と
一

緒
に
将
来
の
夢
と
し
て
語
り
合
っ
て
い
る

こ
と
だ
が
、
従
業
員
、
そ
し
て
後
継
者
育

成
の
た
め
に
も
必
ず
実
現
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
」
と
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
沖
縄
の
〝
観
光
資
源
〞
と
し
て
の

面
も
活
用
し
、
観
光
客
を
対
象
と
し
た
宿

泊
施
設
や
牛
舎
見
学
コ
ー
ス
を
設
け
、
個

人
や
団
体
の
牛
舎
見
学
を
受
け
入
れ
る
と

共
に
、酪
農
の
体
験
学
習
や
地
域
の
特
性
、

特
産
物
、
観
光
施
設
な
ど
地
域
の
魅
力
を

幅
広
く
紹
介
し
て
い
く
こ
と
も
視
野
に
入

れ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お

ら
れ
る
そ
う
で
す
。

取
材
を
終
え
最
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原 料 情 勢 平成26年2月

2月10日発表
米国農務省
トウモロコシ
需給予想

【12/13年産】　 作付面積97.2百万（前月97.2百万）エーカー、単収123.4（123.4）bu ／エーカー、生産量107
億8,000万（107億8,000万）bu、総需要量111億1,100万（111億1,100万）bu、期末在庫8億
2,100万（8億2,100万）bu、在庫率7.4（7.4）%。

【13/14年産】　 作付面積95.4百万(前月95.4百万）エーカー、単収158.8（158.8）bu ／エーカー、生産量139
億2,500万（139億2,500万）bu、総需要量133億（131億5,000万）bu、期末在庫14億8,100
万（16億3,100万）bu、在庫率11.1(12.4)%。

トウモロコシ
相場動向

シカゴ相場は、未承認ＧＭＯ品種混入による中国の米国産トウモロコシ輸入拒否等の問題から420¢台まで値を下げ
たが、米国内外の需要が旺盛なため下げ渋り、南米生産量が下方修正されたこともあり徐々に値を切り上げ、現在は
440¢台の値動き。今後の需給予想は、米国産は豊作だが、今回の発表で需要が予想以上に上方修正されたことか
らも、引合いの強さが見て取れる。現時点では大きな材料がなく、相場は比較的落ち着いているが、南米の生産量が
減少する可能性があることや、米国産の引合いの強さから徐々に値を切り上げてきているため、注意が必要。

国内産大豆粕

米国産大豆需給予想の13/14年見通しは、生産量・需要量が同程度増加し、期末在庫見通しは1億5,000万（1億
5,000万）bu、在庫率4.5（4.5）％と前月と変わらない結果となった。シカゴ大豆相場は、全米の月間搾油量の増加、
アルゼンチンでの天候不順や中国の契約問題から値を上げている。国産は低調ながら安定した発生量がある見込みだ
が、輸入に関しては、日本が依存しているインド産、大豆粕高の影響による中国産の減少から輸入数量が大きく減少
しており、今後はタイトな展開が予想される。

糟糠類

フスマの発生量は減少傾向にあり、需給は引き締まりつつある。輸入ふすまは入船は順調だが、価格帯は高めで推移
している。今後はタイト感からの価格上昇に注意が必要。グルテンフィードの国内発生量は、例年に比べ少なめに推
移しているが、配合割合の減少から需給は若干緩みつつある。輸入品は中国の旧正月前に増加した需要が落ち着きを
取り戻しつつあり、需給は安定する見込み。

海上運賃
海上運賃は、中国の旧正月前の駆け込み需要も見られず、旧正月が明けた中国が市場に戻ってきたが、落ち着いて推
移している。ブラジルの輸出量は順調に推移する見込みであり、かなりの数の船が既に南米に向かっている。需要が
しっかりしているため、今後は強含みで推移する見込み。

米国産トウモロコシ生産量と期末在庫の推移
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輸入粗飼料の情勢 平成26年2月

北米コンテナ船
フレート

延期されていた2月からのGRI（基礎レート）値上げ予定は、大半の会社がさらに延期している模様。どの船会社もコンテナ部
門の採算悪化が続いており、今後も海上運賃は強含みの予想。PSWのロサンゼルス/ロングビーチ港ではシャーシの無料貸出
を停止する船会社が増えている模様。また、1月末に降雨と降雪があった影響で、PNWのシアトル/タコマ港やポートランド港で
はコンテナ搬入の遅れが懸念される。

カリフォルニア
の旱魃状況

何か月にもわたって停滞した高気圧の影響で、カリフォルニア州では100年に1度とも言われる大干ばつに見舞われている。同
州知事が非常事態宣言を発令するほど事態は深刻化しており、放牧用の牧草の生育にも影響が出ている模様。そのため、
アルファルファをはじめ、どの草種も産地価格は上昇傾向にあると伝えられている。（下段参照）

ビートパルプ

【米国産】砂糖の相場価格が低調に推移しており、かつ作付の遅れによる単収減が予想されることから、13年産の作付面積・
生産量は前年比5%減の見込み。生産量が減少している欧州からの引合いも強く、産地価格は堅調に推移している。降雪の
影響によるデリバリーの混乱に注意が必要。

【中国産】13年産作付面積が減少し、生育中の天候も良くなかったため、生産量は前年比25%減と伝えられている。韓国と日
本向けの輸出数量は限定的になる見込みで、買付けを断念せざるを得ないような今までにない高い価格提示もあるようで、他産
地ほど生産量が減少していない米国産へ切り替えることも有益と思われる。

アルファルファ
13年産は、どの産地も雨当たり被害を受け、例年では考えられないような悪い作柄となった。米国産の輸出量は1位のUAEと
2位の中国向けを合わせると6割強を占めており、主導権は両国が握っていると言える状況。14年産以降もさらに両国の輸出量
は増加する見込みであり、かつサウジアラビア向けにも本格的に船積みが始まるとも言われており、注意が必要。

チモシー

【米国産】主産地のコロンビアベースンとエレンズバーグでは、1番刈収穫時期の6月中下旬にあった降雨の影響で8～ 9割の
雨当たり被害が発生し、“史上最悪な厳しい作柄”となった。ハイグレード品の確保は極めて困難な状況。また、10月出港分か
ら屋内くん蒸費用を加算しており、費用対効果のある価格帯ではなくなっているため、他草種への移行も視野に入れる必要があ
ると思われる。作柄の良し悪しに係わらず生産コストに対し高く売れており、14年産の作付面積はさらに増えることが早くも見込ま
れている。

【カナダ産】主産地のレスブリッジとクレモナ（アルバータ州中央部）では収穫時期に降雨があり、ハイグレード品の発生は限定
的。カナダ産も作柄は悪く、産地価格は手の届かないところまで高騰しているのが現状。米国産同様に他草種への移行を検
討する必要があると思われる。生産コストに対して高く売れており、小麦やキャノーラなどの穀類の相場価格が一時期に比べ軟
化していることから、14年産の作付面積は増えることが予想されている。

スーダン

【インペリアルバレー産】茎細のプレミアム品や、きれいなスタックの発生が少なかったことから、13年産は茶葉混入が目立つロー
グレード品以外は、ほぼ売切れの模様。産地価格についても、引き続き強含みで推移している。主産地のインペリアルバレーで
は、ロッキー山脈から流れるコロラド川が水源となっているため、今回の干ばつがもたらす影響は大きくないと見込まれている。軟
調に推移しているデュラム小麦価格や、農業用水の使用制限の動向次第で、14年産の作付面積が左右すると考えられている。

クレイン
グラス

インペリアルバレーの1/15時点での作付面積は前年対比105%。生育期と収穫時期に暑い時期が続いたことにより、良品の
発生が多い作柄となった。産地価格は、韓国向けの引合いが弱めに推移していたことも受け、前年よりも少し軟化している。科
本科牧草の中では割安感もあるため、チモシーやスーダングラスからの切り替えも有益であると思われる。スーダングラス同様に
農業用水の使用制限について実施強化も懸念される一方、クレイングラスは多年草で刈取回数も多いことから、生産コストに
対して収入が安定しているとの考えられるため、14年産作付面積の推移は予想が難しくなっている。

オーツヘイ

13年産は、どの産地も11月までに収穫が終了。雨当たり被害はあるものの大半が軽い雨で済んでいるため、ハイグレード品は限
定的で、見た目がきれいな中間・ローグレードが多く発生している。ハイグレード品の価格は強含みで推移しているものの、中間・
ローグレードの価格は弱含みで推移している模様。豪州ドルの動向次第だが、チモシーやスーダングラスから切り替えて使用する
ことも有益であると思われる。また、12年産はほとんどがハイグレードだったこともあり、在庫を繰り越して13年産のハイグレード
不足分を補おうとするサプライヤーも見受けられる。一方で、繰越在庫が少なく、中間グレードをハイグレード品として売る可能性
もあるため、買付け時には注意が必要。

アメリカの干ばつ状況　 2014.02.04

Ｄ０　異常な乾燥
Ｄ１　中程度の旱魃
Ｄ２　厳しい旱魃
Ｄ３　極めてひどい旱魃
Ｄ４　異常なほどひどい旱魃

Ｓ　短期間（6か月未満）
Ｌ　長期間（６か月以上）

ワシントン

オレゴン

カリフォルニア

ミネソタ
ノースダコタ

ネバダ
ユタ
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各地の需給動向

【仙台】1月の生産は前年比 96.8％。12月と比較し、日量は増加している。一方で需要は、引き続き堅調。飲用牛乳向けは 101.1％、特定乳製品向けは
82.9％と前月からのトレンドとなった。

【関東】生産は徐々に回復。1月全体で前年比 97.8％。需要は、年始の休み中はほぼ予定通りで動きが無かった。休み明けからは予定を少し下回る乳業
者が多く、重ためで月末まで推移した。その結果、飲用牛乳向けは 96.4％と前年を下回り、特定乳製品向けは 110％と大きく前年を上回った。

【東海】1月の生産は、日量で見るとほぼ横ばい。全体では前年比 97.2％。特に下旬は前年比 96％台となっている。飲用牛乳向けは 97.4％、特定乳製
品向けは 84.7％と大きく減少している。

【近畿・中国・四国】生産は季節的に回復すると見ていたが、ほぼ横ばい（近畿 96.8％、中国 97.1％、四国 96.5％）。一方処理量は、年末年始が堅調だっ
たことから、休み明けから引き合いがあった。（飲用牛乳向け前年比：近畿 96.1％、中国 96.0％、四国 101.9％）

【九州】生産は見込みより上ブレし、前年比98.2％。処理は上中旬不調であったが、下旬には落ち着いた。その結果飲用牛乳向け97.6％、特定乳製品向け95.2％となった。

生乳受託販売乳量

用途別販売数量
飲用向 261,838tで、前年同月に比べ 5,610t(2.1%)減少した。

はっ酵乳向 38,084tで、前年同月に比べ 387t(1.0%)減少した。

クリーム向 102,347tで、前年同月に比べ 6,500t(6.8%)増加した。

チーズ向 44,609tで、前年同月に比べ 5,096t(12.9%)増加した。

特定乳製品向 157,310t で、前年同月に比べ 21,887t(12.2%)減少した。
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＊前年比については、閏年修正を行っておりませんのでご注意ください。

受託販売乳量
都府県 289,094t で、前年同月に比べ 7,531t(2.5%)減少した。全国 604,189tで、前年同月に比べ 16,290t(2.6%)減少した。

北海道 315,096tで、前年同月に比べ 8,759t(2.7%)減少した。
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❶ 牛乳等向処理量

❸ クリーム向処理量

❷ 特定乳製品向処理量

❹ チーズ向処理量
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②

特　定
乳製品向
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クリーム向
③

チーズ向
④

クリーム向
③

チーズ向
④

2012. 4月 649 645 329 316 169 147 106 42 2013. 4月 650 645 324 321 171 150 106 44
5月 671 667 351 316 164 152 108 45 5月 671 666 346 320 167 153 107 46
6月 642 637 351 286 139 147 106 41 6月 638 633 346 287 141 147 105 42
7月 644 639 348 291 139 153 111 42 7月 632 627 350 278 126 151 109 42
8月 630 625 332 293 143 149 107 43 8月 608 603 329 274 127 147 107 40
9月 604 599 361 238 98 140 106 34 9月 593 588 354 235 91 144 107 37
10月 628 623 357 266 115 151 111 40 10月 608 604 350 253 104 150 109 40
11月 605 600 329 271 123 147 109 39 11月 588 583 326 257 108 149 111 38
12月 632 627 312 315 167 148 108 40 12月 616 612 307 305 153 151 114 37

2013. 1月 644 639 321 319 181 138 96 42 2014. 1月 626 622 314 308 158 150 103 47
2月 595 590 301 289 155 134 96 38 2月
3月 664 660 321 339 185 155 113 41 3月

年 度 計 7,608 7,550 4,012 3,538 1,777 1,761 1,276 485 年 度 計 6,231 6,184 3,346 2,838 1,346 1,492 1,080 412
資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」

用途別生乳処理量
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※生乳需給動向の指標となる特定乳製品の生産及び消費の動向です。

資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」、農畜産業振興機構、農林水産省生産局畜産部牛乳乳製品課調べ

年月 脱脂粉乳生産量 脱脂粉乳消費量 バター生産量 バター消費量 年月 脱脂粉乳生産量 脱脂粉乳消費量 バター生産量 バター消費量
2012. 4月 13.3 12.7 6.7 6.4 2013. 4月 13.8 12.2 7.0 6.1

5月 12.6 12.5 6.5 6.4 5月 13.1 10.9 7.0 5.5
6月 10.4 11.5 5.5 6.8 6月 10.8 11.0 5.7 5.8
7月 10.4 12.6 5.4 6.2 7月 9.6 11.8 5.1 5.8
8月 10.6 12.4 5.6 6.0 8月 9.4 11.9 5.1 5.7
9月 7.7 11.2 3.7 5.8 9月 7.1 11.3 3.6 5.0
10月 9.3 12.5 4.3 5.6 10月 8.2 12.1 3.9 5.5
11月 10.5 10.9 4.8 5.7 11月 9.0 11.3 4.2 6.2
12月 14.7 11.1 6.2 7.8 12月 13.5 11.2 5.5 7.3

2013. 1月 14.5 9.5 7.6 4.8 2014. 1月 12.2 10.5 6.5 4.9
2月 12.5 13.9 6.3 6.5 2月
3月 14.9 17.7 7.4 8.7 3月

年 度 計 141.4 148.5 70.1 76.7 年 度 計 106.7 114.2 53.5 57.9
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6.56.5

脱脂粉乳の生産及び出回り量推移

バターの生産及び出回り量推移

特定乳製品（脱脂粉乳・バター）の国内生産及び出回り量の推移
単位：千t

単位：千t

単位：千t
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資料：農林水産省「牛乳乳製品統計」、大口需要者価格

バター　国内在庫・大口需要者価格推移

脱脂粉乳・バターの国内在庫及び大口需要者価格の月別推移

脱脂粉乳　国内在庫・大口需要者価格推移
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1,1781,178

19.119.1
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10 月

2012
4 月

2013
4 月
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10 月

単位：円/㎏

※単価は税抜き

単位：千t

単位：千t

区  分
バター 脱脂粉乳

区  分
バター 脱脂粉乳

期末在庫量 大口需要者価格 期末在庫量 大口需要者価格 期末在庫量 大口需要者価格 期末在庫量 大口需要者価格

年度/月 千t 価格
円/㎏ 千t 価格

円/㎏ 年度/月 千t 価格
円/㎏ 千t 価格

円/㎏
2012. 4月 19.4 1,116.2 48.2 580.80 2013. 4月 24.4 1,177 51.0 600.65

5月 21.5 1,122.9 48.2 580.99 5月 25.8 1,178 53.2 600.50
6月 21.5 1,132.4 47.1 580.69 6月 25.7 1,178 53.0 599.96
7月 21.5 1,135.2 44.9 581.49 7月 25.0 1,177 50.7 600.19
8月 23.2 1,145.7 43.2 588.53 8月 24.5 1,178 48.3 600.00
9月 22.4 1,154.3 39.7 593.03 9月 23.0 1,178 44.1 599.50
10月 21.3 1,155.2 36.7 595.73 10月 21.4 1,177 40.3 599.20
11月 20.5 1,159.0 36.6 598.06 11月 19.4 1,178 38.0 599.09
12月 19.0 1,161.0 40.3 597.52 12月 17.6 1,178 40.3 599.16

2013. 1月 21.9 1,165.7 45.3 600.42 2014. 1月 19.1 1,178 42.0 599.12
2月 22.2 1,174.3 46.7 600.11 2月
3月 23.5 1,174.3 49.5 600.34 3月

年 度 計 257.9 13,796.2 526.2 7,097.71 年 度 計 225.9 11,777 460.9 5,997.37
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◆西日本酪農青年女性会議
　〒532-0011　大阪市淀川区西中島5-14-10 
　サムティ新大阪フロントビル６階 全酪連大阪支所内
　TEL 06-6305-4196
◆九州酪農青年女性会議
　〒812-0016　福岡市博多区博多駅南1-2-15
　事務機ビル 全酪連福岡支所内
　TEL 092-431-8111

◆北海道酪農青年女性会議
　〒060-0003　札幌市中央区北3条西7丁目1
　酪農センター 全酪連札幌支所内
　TEL 011-241-０７６５
◆東北酪農青年婦人会議
　〒980-0021　仙台市青葉区中央1-7-20
　東邦ビル 全酪連仙台支所内
　TEL 022-221-5381

◆関東甲信越酪農青年女性会議
　〒108-0014　東京都港区芝４丁目17-5
　全酪連東京支所内
　TEL 03-5931-8011
◆中部酪農青年女性会議
　〒460-0008　名古屋市中区栄1-16-6
　名古屋三蔵ビル3F　全酪連名古屋支所内
　TEL 052-209-5611

主催：全国酪農青年女性会議

提
出
先
一
覧

　全国酪農青年女性会議では、酪農家の生活や牛乳の生産現場
をより鮮明に消費者に伝えていくことを目的に、「酪農いきいきフォ
トコンテスト」を実施します。
　つきましては､下記のとおり作品を募集しますので､ふるって
ご応募いただきますようお願いいたします。

作品募集のお知らせ

 1 募集規定
（１） 酪農を中心とした題材の図画（大きさは自由）
（２） 自作で未発表のものに限ります。
（３） 作品には、題名・住所・氏名・振り仮名・年齢・学校名・学年・保護

者名を必ず記載してください。また、酪農家の子弟につい
ては保護者の所属組合名を記載してください。

（4）作品返却を希望される方は応募時に返却希望の旨を申し
出てください。

 2 応募資格
４歳から中学生までの酪農家の子弟、および酪農に関心のある
一般のお子さん。

 3 締切日
平成26年５月30日（金）（当日消印有効）

 4 提出先
下記「提出先一覧」中の最寄りの酪農青年女性（婦人）会議
事務局宛に提出してください。

 5 審査結果の発表
「第43回全国酪農青年女
性酪農発表大会」の発表資
料要旨、および全酪連会報
７月号に審査結果を掲載い
たします。

 6 褒　賞
•特　選 １点　　
•入　選 ４点以内
•秀　作 若干
•ファミリー賞 若干
　（牛とのふれあいなど、ほのぼのとした雰囲気を持つ作品に贈られます）
•あすなろ賞 若干
　（小学校入学以前の方の優秀作品に贈られます）
◎特選に選ばれた方は、保護者（１名）同伴で「第43回全国酪農
青年女性酪農発表大会」に招待します。
◎入賞者には記念品を贈呈　
いたします。
◎図画の優秀作品は、作者の顔
写真・審査講評と共に「全酪
連会報」の最終ページに掲載
します。

第40回特選　清水胡遥さん

酪農いきいき
フォトコンテスト

第
5
回

らくのう
こどもギャラリー

第
41
回

第4回最優秀賞　丹野貴子氏

 1 テーマ
①「牛のいる風景」
②「酪農作業風景」

 2 募集規定
（１）写真は可能な限りデータで提出してください。
（２）自作で未発表のものに限ります。
（３）作品には、題名･氏名・振り仮名･住所･所属組合名を必ず

記載してください。

 3 応募資格 　酪農家

 4 締切日 　平成26年５月30日（金）（当日消印有効）

 5 提出先

下記「提出先一覧」中の最寄の酪農青年女性（婦人）会議事務所
宛に提出してください。

 6 審査方法
応募作品を「第43回全国酪農青年女性酪農発表大会」の会場
内に掲載し、大会参加者の投票による審査を行います。
(応募多数の場合は事務局による予備審査を行います。)

 7 審査結果の発表
①「第43回全国酪農青年女性酪農発表大会」２日目に投票結果
として掲示します。
②｢全酪連会報｣の表紙に使用します。（号数未定)

 8 褒　章
•特　選　　１点　（2テーマの中で特別に投票数の多かった作品)
•入　選　　若干数（特選を除いて投票数の多かった作品数点)
◎入賞者には賞品を贈呈いたします。
◎提出していただいた作品の返却はいたしません。
◎応募していただいた作品は、全酪連会報への掲載を含め、
今後各地での牛乳消費拡大活動（「父の日に牛乳を贈ろ
う！」キャンペーン含む）等で使用することがありますので
ご了承ください。

※いずれも、酪農家がいきいきと牛
乳生産に励む様子や、安心安全な
牛乳生産のため懸命に仕事に取り
組む姿勢が感じられるようなもの。





日本酪農政治連盟

Ｈ25
12/20

自民党農林水産戦略調査会・農林部会・
農政推進協議会合同会議
◆  平成26年度畜産物価格、予算の決定につ
いて

12/20
挨拶回り（副委員長ほか）
◆  平成26年度畜産物価格、予算決定に係る
御礼

12/24

自民党農政推進協議会・農林部会合同
会議
◆  平成26年度畜産物価格、予算決定内容に
ついて

12/24 農水省牛乳乳製品課との打合せ
◆平成26年度予算について

12/25 TPP政府対策本部説明会（委員長）
◆交渉会合内容等について

12/25
農水省牛乳乳製品課との打合せ
（委員長、幹事長ほか）
◆平成26年度畜産物価格、予算等について

Ｈ26
1/7

畜産団体賀詞交歓会
（委員長、幹事長ほか）

1/8 年始挨拶（委員長、幹事長ほか）
◆主要国会議員巡回

1/27

三役会議、合同委員会
◆今後の酪政連活動について
◆国会への挨拶活動

2/7
TPP対応検討協議会幹事会（幹事長）
◆TPPに関する今後の活動について

2/12
指導監査
◆  平成25年度決算に関する会計事務所の
監査

2/14

日本の畜産ネットワークによるTPP
関連要請活動（幹事長）
◆  交渉における国会決議厳守等を石破幹事長
へ要請

2/18

事務局長・担当者会議
（委員長、幹事長ほか）

◆  本連盟の25年度決算案、26年度予算案
の報告

◆  国の25年度補正予算、26年度予算・畜産
物価格に関する研修

2/20

自民党「TPP交渉における国益を守り
抜く会」（幹事長ほか）
◆  甘利担当大臣とフロマン米国通商代表部
代表の会談内容について

◆事務レベル協議内容について
◆TPP閣僚会議に向けた政府対応について

酪政連活動報告平成25年12月～26年2月

委員会の様子

石破幹事長を訪ね要請

酪政連 佐々木勲委員長

● INFORMATION
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北海道

価格状況　　……強含み　　……やや強含み　　……横這い　　……やや弱含み　　……弱含み

札 幌 支 所　TEL 011-241-0765
釧路事務所　TEL 0154-52-1232
帯広事務所　TEL 0155-37-6051
道北事務所　TEL 01654-2-2368

平成26年３月1日現在

事　務　所 畜　種 相場（万円）価格状況 管　　内　　状　　況

札幌管内

育成牛（10-12月令） 30～34 2月中旬までの生乳生産量前年比は、函館管内月計95.0％、累計で97.5％、苫小牧
管内月計で97.8％、累計で96.7％の実績。3月の初妊牛動向について、5月腹を
中心に取引されるものと思われます。札幌管内では生乳生産量が落ち込んでいる
ため、初妊牛を自家保留する動きがあり、出回り頭数が減少することが予想されま
す。また、春産みの需要の高まりから価格も堅調に推移するものと思われます。

初　妊　牛 52～58

経　産　牛 43～48

釧路管内

育成牛（10-12月令） 30～36 2月中旬までの生乳生産量前年比は、釧路管内月計で94.3％、累計98.4％、中標
津管内で94.3％、累計で96.9％の実績。3月の初妊牛の動向ですが、当管内の4
月腹は殆どなく、5月～ 6月腹中心で動くものと思われます。現在、F1腹とホ
ルス腹の価格差は歴然ですが、今後は生乳生産量の増産や規模拡大をする地元酪
農家が、ホルス選別腹やホルス腹を中心に購買する予定があるため価格差が縮小
し、全体の相場はやや強含みで推移するものと思われます。

初　妊　牛 54～58

経　産　牛 48～50

帯広管内

育成牛（10-12月令） 29～34 2月中旬までの生乳生産量前年比は、帯広管内月計で98.9％、累計で100.1％の実績。3
月の初妊牛動向について、5月～6月腹を中心に取引されますが、初妊牛市場が月2回開
催されることから、非常に荷動きが激しく、瞬く間に資源が希薄になるものと思われます。
価格も春産みの需要が高まることから、やや強含みで推移するものと思われます。現在は
F1腹が特に強い引合いがあり、次いでホルス選別腹、ホルス腹の順となっていますが、資
源の状況によっては、F1腹とホルス腹の価格差が狭まることも予想されます。

初　妊　牛 54～60

経　産　牛 45～50

道北管内

育成牛（10-12月令） 28～35 2月中旬までの生乳生産量前年比は、稚内管内月計で96.2％、累計で98.8％、北
見管内では月計で97.8％、累計で99.0％の実績。3月の初妊牛の動向につきま
しては、4～ 5月分娩中心ですが、2月から荷動きが激しく、多頭数購買の動き
がありました。3月に入っても2月同様、道内及び都府県の春産み購買が多く見
込まれ、価格の高騰は避けられない状況にあります。特にF1腹が高騰し続けてい
る中、価格面によりホルス腹購買にシフトする傾向も徐々に出てきています。

初　妊　牛 52～58

経　産　牛 43～48

道内総括

育成牛（10-12月令） 30～35 道内の2月中旬までの生乳生産量前年比は96.4％、累計で98.5％の実績。年明け
から高騰していた初妊牛相場ですが、高値安定で3月も取引されるものと思われま
す。特にF1腹の引合いが強いですが、高値に嫌気してホルス腹を購買する動きも
出てきています。分娩は5月～ 6月腹中心となりますが、道内での生乳生産も不足
していることから出回り頭数は少なくなるものと思われます。年度内に導入される
希望がありましたら、価格、分娩腹等に余裕を持った注文をお願いいたします。

初　妊　牛 55～60

経　産　牛 45～50

今月の表紙は、「第４回酪農いきいきフォトコンテスト」（第
42回全国発表大会にて開催）で応募いただいた「ごはんま
だーみんなまってるよ！」（福島県 小林 加代子氏 撮影）で
す。子供と猫が写って
いる時点でメロメロで
すが、牛も入ることで、
全国の酪農家さんの心
をわし掴みにする作品
です。

INFORMATION ●

平成26年3月10日発行（毎月１回10日発行）
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●発行　全国酪農業協同組合連合会
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25
年
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も
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▼
会
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に
関
す
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ご
意
見
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要
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等
が
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ば
、
以

下
の
ア
ド
レ
ス
に
メ
ー
ル
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

shidoukikaku@
zenrakuren.or.jp

ごはんまだーみんなまってるよ！

※上記相場は、血統登録牛（中クラス）の庭先選畜購買による予想相場です。庭先選畜購買のため、市場購買とは異なり、価格差が生じます。
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入賞作品紹介入賞作品紹介

※この作品は本会と全国酪農青年女性会議共催の「第40回らくのうこどもギャラリー」で
全国377点の応募作品から入賞12点に選ばれたものです。 主催　全国酪農青年女性会議

今月の今月の

今 月の入選作品は、中川小学校（西日本）1年の鳥越 瑞希さんの作品です。
草を食べている牛さん親子が花やワンちゃんに囲まれていて楽しい感じに描けまし

た。クレヨンでしっかりと形をとった後、水彩絵の具を使って仕上げています。牛さん親
子の表情がとても印象的な微笑ましい作品になりましたね。

草をたべているおやこ
中川小学校（西日本）1年　鳥越 瑞希


